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シスコネットワーキング･アカデミーのカリキュラムの中にルータ実習が組み込まれている｡学生

はルータ実習を適してネットワークに関する多くのことを学ぶことが出来る｡ルータのコンフィギュ

レーション､tehet,pingなどのルータコマンドの使い方など､学習すべき項目は山ほどある｡しか

し､これらのルータは学生にとって機器に触れるチャンスは授業のときだけに限られていて､十分な

練習の場が得られないという不都合がある｡高価な備品だけに簡単に貸し出すことが出来ないのは､

やむを得ないとしても､学生にとって勉学の機会や意欲が削がれるということも事実である｡そこで

シスコによって開発されたのがルータ･シミュレータである｡これらはe･LabSem2､S令m3､Sem

4および e･Simであり､ルータの機能とコマンドを覚えるには恰好なシミュレータといえよう｡e･Lab

Sem 2､Sem 3､Sem 4はセメスター2,3および4の内容を包含し､かつそれぞれのセメスター

に対応しているので､その進路の進み具合によって適切なシミュレータを選択し､学習することが出

来る｡これらのシミュレータは有用であるにも関わらず､残念ながら十分に活用されていないように

見受けられる｡使用方絵がよく分からないというスキルの未熟さからくることも考えられようが､大

きな理由の一つに挙げられるのは､使用方法の説明も含めて英語で記述されていることである｡本稿

では､これらの使用方法を解説すると共に､内容の一端にも触れるものである｡
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InCiscoNetworkingAcademyprogram,CCNAe･LabActivities,routersimulators,aredevel･

opedandprovidedbyCiSCOSystems,Inc.TheseSimulators,e･LabSem 2,Sem 3andSem4

areveryusefultoolstoStudyfunctionSandcommands0ftherouter.Studentsaregivengood

chancetogetusedtotherouterhandlingthrough suchactivitiesascomposingtherouter

confi印rationandexperiencingtheplngandtelnetcommands.Unfortunately,themostStudent
●

donotmakegooduseofthesee･Labactivities.Onereasonforthisisthatexplanationofhowto

useiswritteninEnglishandotherisduetoimmatureskins.

InthiSmanuscript,Weexplainaboutwhatarethee･Labactivitiesandhowtousethemin

plaintermsforthoseStudentswhowanttolearnmoreaboutthefeaturesoftherouteractivities.
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１．はじめに

シスコネットワーキング・アカデミーのカリキュラムの中にルータ実習が組み込まれている。学生

はルータ実習を通してネットワークに関する多くのことを学ぶことが出来る。ルータのコンフィギュ

レーション、telnet，ｐｍｇなどのルータコマンドの使い方など、学習すべき項目は山ほどある。しか

し、これらのルータは学生にとって機器に触れる機会は授業のときだけに限られていて、十分な練習

の場が得られないという不都合がある。高価な備品だけに簡単に貸し出すことが出来ないのは、やむ

を得ないとしても、学生にとって勉学の機会や意欲が削がれろということも事実である。そこでシス

コによって開発されたのがルータ・シミュレータである。これらはｅＬａｂＳｅｍ２、Ｓｅｍ３、Ｓｅｍ４

およびｅ－Ｓｍであり、ルータの機能とコマンドを覚えるには恰好なシミュレータといえよう。ｅ－Ｌａｂ

Ｓｅｍ２、Ｓｅｍ３、Ｓｅｍ４はセメスター２，３および４の内容を包含し、かつそれぞれのセメスター

に対応しているので、その進路の進み具合によって適切なシミュレータを選択し、学習することが出

来る。e-Simはルータの総合的なシミュレータであるが、この稿では触れないこととする。これらの

シミュレータは有用であるにも関わらず、十分に活用されていない憾みがある。使用方法がよく分か

らないというスキルの未熟さからくることも考えられようが、大きな理由の一つに挙げられるのは、

使用方法の説明も含めて英語で記述されていることである。本稿では、これらの使用方法を解説する

と共に、内容の一端にも触れるものである。

２．使用方法

シミュレータを指定してクリックすると、メイン画面が表示される。濃いマリンブルーの彩りで囲

まれた円の中にひときわ大きな－人の男性がオレンジ色の太いケーブルを両手で持ち上げ、流星のよ

うに飛来するメッセージを吸い取りながら力強く立ちつづける画像がでてくる。大きな円の横の「Ｌ

ＡＵＮＣＨ」の文字の上で、サイコロのような四角形が右に左に揺れ続ける。四角形の近くにマウス

カーソルを当てると「人手マーク」に変わるので、クリックするとパッスワードを再度要求するので、

入力したら画面が変わる。濃いマリン・ブルーの背景の中に、真横に「CisCoNetworkmgAcademy

Program：CCNAe-LabActivities」の文字が広がって行くが、一瞬のうちに次の画面へと変わる。変

わった画面では「ＬＯＡＤＩＮＧ」の文字の上で時計廻りに回転する針が１週し終えた頃に、また画

面が変わる。その画面には、四角、三角、円の図形がバックグラウンド・ミュージックと共に右ての

ひらから左てのひらへと飛んでいく。この画面では、Ｔｏｕｒモード､とSemesterモードが選択できる。

Tourモードはe-Labの使い方について説明している。SemesterモーＦはルータ実習である。中央

の大きな画面では、四角、三角、円の図形がバックグラウンド゛・ミュージックと共に右てのひらから

左てのひらへと飛んでいくだけの映像であるが、左側の囲み枠に眼を転じると、次のような内容が英

文でつづられている。

内容の始まIDL：「ようこそ、CCNAe-Lab演習へ！この演習プログラムを初めて使用するという方

は上部にある「ツアー・ボタン（Tour)」をクリックして下さい。ｅＬａｂ演習の速習ガイド゛・ツアー

が始まります。また、「セメスター・ボタン（Semester)」をクリックすると、そのセメスターに関す

る演習を;開始することができます。目次には数多くの演習がＴＩ番号とタイトル付きで示されています。

ＴＩ番号はカリキュラムにおける特定の目標への方向指示としての役目をしますので参考にして下さ

い。目次では、タイトルの右側には詳細な内容が書かれているので、その内容を見ながら色々な演習

へカーソルを上下しながら移ることが出来ます。タイトルをクリックすると、その演習が開始ざれま
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す。記述領域（DescriptionArea）にある「次へ（Next)」「戻る（Back)」「始める（Launch)」の

三つのボタンをクリックして色々と画面を操作することが出来ます。音楽やナレーションを消したい

ときや再生したいときは画面下にある「ＯＮ/OFF」ボタンをクリックし、また、プログラムを終了す

るには画面左下にある「Exit」ボタンをクリックして下さい｡」内容の終わり

３．ツアー・モード

ツアー（Tour）モードについて説明しよう。このモードにはe-Labの使用方法が書かれている。左

上のTourの文字をクリックすると、このモードに入ることが出来、画面には次の英文で歓迎のメッセ

ージが出てくる。

「ＷｅｌｃｏｍｅｔｏｔｈｅＣＣＮＡｅＬａｂＡｃｔｉｖｉｔｙＴｏｕｒ１

Ｐ１ｅａｓｅｔａｋｅａｍｏｍｅｎｔｔｏｆａｍⅢarizeyourselfwiththeinterface，andtheanthefbatures

availabletoyou・C1ickontheLaunchbuttonbelowJ

ツアーを始めるには下のボタンをクリックしなさいという内容のことであるので、クリックすると

画面が次へと変わる。ツアー・ガイドの説明は次の通りである。

eLabActivitieSTourの内容の始まり：

「ようこそシスコ・ネットワーキング・アカデミーのe-Lab演習ツアーへお越し下さいました。

e-Lab演習のシミュレーション環境といった特徴を理解するために、どうか、しばらくの間ツアー芒

体験して下さい。このツアーの進行を調整するには下部にあるELKJ5SZzFLjv息ztbHa曲ボタンを使用

して下さい。

UtililU7Bar（ユーティリティ・バーの説明）

左下にある「ユーティリティ・バー（UtilityBar)」は「終了（C1ose)｣、「トポロジー（Topology)｣、

「お助けボタン（ShowMe)」の三つのボタンで構成されています。画面左下にある「終了（C1oBd」

ボタンをクリックすると、現在進行中の演習を中止し、メイン・メニューに戻ることが出来ます。

このメニューでは、演習項目を新たに選択して他の演習に移ることも出来ます。「トポロジー

（TOPoUogy)」ボタンをクリックすると、関係するトポロジーを画面上に表示します。画面下にある

「お助けボタン（ShowMe)」をクリックすると、ヒントを与えたり完全な解答を示したりして、皆

さんの学習を手伝います。

ＴｉｔＩｅＢａｒ（タイトル・バーの説明）

画面左上にある「タイトル・バー（TitleBar)」は現在選択されている演習のタイトルを表示しま

す。

De8criptionArea（記述領域の説明）

「操作バー（NavigationBar)」の右側にある「記述領域（DescriptionArea)」は選択された演習の

学習目的を構成したり、それぞれの選択されたステップや課題についてユーザに指示を与えたりし

ます。

TopoIogyButton（トポロジー・ボタンの説明）

「トポロジー・ボタン（Topologybutton)」は演習中に「主演習領域（MamActivityArea)」と

トポロジーまたは関係する図との間を行き来するための切り替えスイチの役目をします。

MamActivityArM（主演習領域の説明）

「主演習領域（MainActivityArea)」は一回につき一つのステップの演習を行うための場所です。
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演習中ほとんどの場合、この領域でコマンド促進記号に対して特定のルータ・コマンドを入力しま

す。別の演習の場合には、ドラグ＆ドロップ、マッチング、複数の選択や他の違う種類の課題を行

う場合があります。「主演習領域（MamActivityArea)」に示されるようにTelnetやHyper

Termmalのようなコマンドライン応用のシミュレーション・ウィンドウを使用してコマンドを入力

したり結果を見たり、訂正をしたりする事が出来ます。また、この領域では課題を正しく完了した

時には、ポップアップ・ウインドーにそのことが表示されます。

ShowMeButton（お助けボタンの説明）

演習中、「お助けボタン（ShowMeButton)」は主演習領域とお助けモードとの間を行ったり来た

りする切り替えスイチの役目をします。なお、お助けモードは演習課題を学習する上で、ヒントや

解答を示します。「お助けモード（ShowMeMode)」の場合は、「指標バー（NavigationBar)」

のすべてのボタンがオンとなり、現在取組中の課題やステップの解答（デモンストレーション）を

見ることが出来ます。「お助けボタン（ShowMeButton)」はオン・オフの切り替えスイチとなっ

ており、「ShowMe」をクリックした直後に「mdeMe」の文字に変わります。「ｍｄｅＭｅ」ボタン

をクリックすると、今までの赤い文字で示されていた解答が隠されて、自分の入力した文字列が再

び表示されます。そのように、「お助けモード､（ShowMeMode)」から抜け出た場合、お助けを使

用する直前の問題に戻るので、そのステップの演習を再開することが出来ます。

NavigationＢａｒ（操作バーの説明）

左側にある「操作バー（NavigationBar)」は選択した演習に関係するステップまたは学習の課題

番号を示します。通常は、その演習に関しての一般的な説明のあるステップ０（StepＯ）から始ま

ります。ステップ１（Stepｌ）をクリックすると、その課題を始めることが出来ます。完全解答が

出来ない問は、次のステップへは進めませんので、注意して下さい。

FeaturcnotSupported（サポートされていない事柄の説明）

このｅＬａｂ演習は限られた条件の元での演習となりますので、コントロール・キー機能やコピー、

張り付けといった機能は提供されていませんので、ご注意下さい。

本物のルータでは必要なコマンドを必要に応じて、すべて入力しなければなりませんが、このe-Lab

演習のルータでは、ある条件の下での演習に必要なコマンドだけを選んで入力することになります。

通常、本物のルータではコマンド､の省略形が可能ですが、この演習で使用されるルータでは完全な

コマンドを入力しないと、正しいコマンＦとは認識せず、受け付けませんので、そのように心掛け

て下さい。

Condnn8ion（結論の説明）

これでシスコ・ネットワーキング・アカデミーe-Labシミュレータ演習のツアー・ガイドを終わり

ます。主演習領域に戻るには左下にある「終了（Close)」ボタンをクリックして下さい｡」

eLabActivitiesTourの内容の終わり

以上がツアー・モードに関する記述であり、次はセメスター・モード､の説明へと移る。

４．セメスター・モード

セメスター・モードにおける各セメスターの演習項目を列記する。演習は難易度と所要時間が示さ

れており、難易度は数字の１から５までの５段階で表示され、５は難度が一番高い。所用時間は短い

演習で５分、長い演習は６０分を要する。難易度と所要時間を括弧内の数字で示す。
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e-Lab Sem 2 (J)ri{~Jl ~

Setting Up Cisco Lab Equipment (4,45) ,Router and Workstation Configuration (3, 15), User

and Privileged Modes (2,10),. .Use Mode Command List (1, 5), Privileged Command List (1, 5),

Set the Router Clo·ck (1, 5) "Using lOS Command History (2, 10), Using the Command-Line Use

Interface (3, 15), Examining Router Status (3, 15), Show Running and Startup Configuration

(1, 10), show interfaces, show version, and show protocols (2, 10), Router Show Commands (4,

30), show cdp neighbors (1, 5), show cdp (2, 10), CDP Neighbors (3, 15), Testing Process that

Uses the OSI Model (3, 15), Testing the Application :Layer by Using telnet (3, 15), Remote

Telnet Access (2, ·10), Testing the Network Layer Using the ping Command (1, 5), Testing the

Network Layer Using the traceroute Command (1, 5), Testing the Network Layer Using show ip

route (1, 5), Testing the Physical and Data Link Layers (1, 5), Displaying information about

interfaces (3, 15), Using show interfaces and clear counters (2, 10), Checking Real-Time Traffic

with debug (2, 10), Commands Related to Router Startup (3, 15), Using the setup Command (2,

10), Copying configuration Files to and from a TFTP Server (3, 15), Router Config: TFTP (2,

10), Using NVRAM Configuration Commands (4, 30), Basic Router Configuration (2, 10),

Entering Terminal Configuration Mode (4, 30), Router Interface Configuration Challenge (2,

10), Defining an Interfaces Physical Properties (5, 45), Router Password Recovery (2, 10), Using

the line con 0 command (1, 5), Using the Message of the Day Command (1, 5), Setting the

Configuration Register (2, 10), identifying the lOS Version Number (1, 5), lOS Image Boot (1,

5), Checking an lOS image in Flash (1, 5), Using Copy flash tftp (1, 5) ,Loading a New Flash

Image (5, 45), Router Configuration (5, 60), individual Router Configuration Challenge (1, 5),

ARP Challenge (1, 5), Assigning an IP Address to a Router interface (1,5), Create an IP host

Table Entry (1, 5), Setting up an IP-Names Server (1, 5), Using no ip domain-lookup (1, 5),

Discovering Host Names (1, 5), Using the telnetCommand (1, 5), Using the trace Command (1,

5), Using ip route Command (3, 15), IP Static Route Challenge (1, 5), Using the ip

default-network Command (1, 5), Setting up RIP Routing on a Router (1, 5), Using the show ip

protocol Command (4, 30), Using show ip route Command (1, 5), RIP Routing (1, 5), Setting up

IGRP Routing on a Router (1, 5), Overview of the show ip interface Command (1, 5), Using the

show ip route Command (3, 15), checking RIP Routing Updates (3, 15), Routing Loops Setup

challenge (3, 15)

e-Lab Sema (1)~~ljgj

ping (1, 5), ip address (1, 5), router rip (1, 5), Router and Routing Protocols (3, 15), Migrating RIP

to IGRP (3, 15), router igrp (1, 5), timers basic (1, 5), Configuring IGRP (5, 45), access-list (1, 5),

show access-lists (1, 5), Standard ACLs (3, 15), access-list (1, 5) ,ACL (2, 10), ip access-list (1, 5),

deny (1, 5), Show ip interface (1, 5), Extended ACLs (3, 15), show protocols (1, 5), ipx routing (2,

10), ipx routing (4, 30), show ipx interface ethemet 0 (1, 5), show ipx route (1, 5), show ipx servers

(1, 5), show ipx traffic (1, 5), debug ipx routing activity (1, 5 ), debug ipx sap (1, .5), Privileged IPX

ping (3, 15), Use IPX ping (1, 5)

e-Lab Sem4 O)fjii~lj ~

show interfaces (1, 5), encapsulation ppp (1, 5), username name password password (2, 10) .. PPP
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configuration（5,45)、pppchaphostnamehostname（1,5)、mterfaceinte酌ce-卯eZn2BzY2Ycemumber

(１，５)，isdnswitchtype、ｉｓｄｎｓｐｉｄ（1,5)、showisdnstatus（１，５)、ｐｍｇ（２，１０)，showinterfblces

(3,15)、showmterfblces（2,10)、showframe-relaymap（1,5)、ｐｍｇ（1,5)、interfbLceserialO

(２，１０)、ｓｈｏｗ住ame-relaypvc（１，５)、mterfaceserial（１，５)、keepalive（１，５)、ＦｒａｍｅＲｅｌａｙ

ＣｏｎＨｇ（5,45）

４．１セメスター２の演習例

このセメスターでは、色々なコマンドの演習が出来るが、その使用例として、Ｔ・I､番号が4.2.4の漬

習（RouterShowCommands）を取り上げる。

RouterShowCommands（ルータｓｈｏｗコマンド）（4.2.4）の内容の始まり 「

(0）Thisactivitywmhe][)youbecomefamiliarwiththerouterBhowcolnmands、

TheshowcolnmanClsarethemostimportantinfbrmationgatheringcomlnanCls

availablefbrrouters、

この演習は皆さんがルータのｓｈｏｗコマンドに精通するために行うものです。

Showコマンドはルータを使用する際に、様々な情報を集める上で重要なコマンド､です。

(1)Ｓｔｅｐｌ:Enterthehell)commandl（helpコマンドに入ること）

Entertheuserlevelhelpmode・

ユーザ・レベルのｈｅｌｐモードに入りなさい。

(2)Ｓｔｅｐ２:U8ing8how（showコマンドを使うこと）

Listallshowsubcommandsavailablｅｍｕｓｅｒｍｏｄｅ・

ユーザ・モード､で得られるｓｈｏｗのサブコマンドのリストを示しなさい。

(3)Ｓｔｅｐ３:U8ing8howver8ion（showversionコマンドを使うこと）

DisplaythelOSversionandrelatedsystemmfbrmation

lOSバージョンとこれに関係するシステム情報を表示しなさい。

(4)Ｓｔｅｐ４:UBing8lnowdoCBE（showclockコマンド・を使うこと）

Displaytherouter1stimeanddate

ルータに組み込まれている日付と時間を表示しなさい。

(5)Ｓｔｅｐ５:Using8howImoBtB（showhostsコマンＦを使うこと）

Displaycaclledlistofhostnamesandtheirrespectiveaddress・

ホスト名とそれぞれのアドレスの書かれたリストを表示しなさい。

(6)Ｓｔｅｐ６:U8ing811owuserB（sllowusersコマンドを使うこと）

Showalistofuserscurrentlyaccessingtherouter、

現在ルータにアクセスしているユーザのリストを示しなさい。

(7)Ｓｔｅｐ７:UBing8howhiBtory（showhistoryコマンＦを使うこと）

Showalistofallprevlouscommandsyoutypedrecently、

これまでに入力したすべてのコマンドのリストを示しなさい。

(8)Ｓｔｅｐ８:Enterprivnegedlmode（特権モードに入ること）

Getmtotheprivilegedmode．（rememberthatthepasswordiscmg8.）

特権EXEＣモードに入りなさい。ただし、パスワードをclassとする。
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（９）Ｓｔｅｐ９:ＵｓｉｎｇＭｐ（helpコマンド､を使用して）

Entertheappropriatecommandtoseetheavailablecommands・

使用可能なコマンド゛を見るための適当なコマンド゛を入力しなさい。

(10）ＳｔｅｐｌＯ:ｍｅＡＲＰｔａｂ１ｅ（ARPテーブルのこと）

ShowtherouterARPtable、

ルータのＡＲＰテーブルを示しなさい。

(11）Ｓｔｅｐｌｌ:Thefla8hmemory（フラッシュ・メモリのこと）

Showmfbrmationaboutthenashmemorydevice、

フラッシュ・メモリについての情報を示しなさい。

(12）Ｓｔｅｐｌ２:Activeｍｅｍｏｒｙ（activememoryのこと）

Showinfbrmationabouttherouter，sactiveconfigurationme（therouter，scurrent

configuration)．

ルータのactiveconfigurationmeの情報を示しなさい。（activeconfigurationfileとは

ルータの現在のconfigurationのことです｡）

(13）Ｓｔｅｐｌ３:mestartuUDconfiguration（startupconfigurationのこと）

Showinfbrmationabouttherouter，sbaclKupconfigurationfile．（theconfigurationthatthe

routeruseseachtimeitbootsup.)．

ルータのバックアップ・コンフィギュレーション。ファイルについての`情報を示しなさ

い。（backupconfigurationBileとはルータが初期始動する度毎に使用されるconfiguration

のことです｡）

(14）Ｓｔｅｐｌ４:Routerinterfnces（ルータ・インターフェースのこと）

DisplaystatisticsfbraUinterfacesconfiguredontherouter、

ルータに組み込まれたすべてのインターフェースの統計情報を表示しなさい。

(15）Ｓｔｅｐｌ５:Routerprotocols（routerprotocolsのこと）

Displaystatisticsofprotocolsconfiguredontherouter・

ルータに組み込まれたプロトコルの統計情報を表示しなさい｡」

RouterShowCommands（ルータｓｈｏｗコマンド）（4.2.4）の内容の終わり

４．２セメスター３の演習例

このセメスターでは、色々なコマンＦの演習が出来るが、その使用例として、Ｔエ番号が5.4.6.1の

ＩGRPに関する演習「ConfiguringlGRP」を取り上げる。

Confi宮urmglGRP（IGRPを構成すること）の内容の始まり

「(O）Inthisactivity,youwmworlKthroughseveraltasksfbrconfiguringIGRP、

この演習ではIGRPを構成するためのいくつかの課題を行います。

(1)Ｓｔｅｐｌ:Entertheu8erexecmode（ユーザEXEＣ特権モード゛に入ること）

ＹｏｕａｒｅdirectlyconnectedtoLabArouter．

(2)Ｓｔｅｐ２：PinganlPinterfncesonyourrouterandlaninterf白cesondirect1yconnectedl

neighbmingrouter8（あなたのルータ上のすべてのIＰインターフェースおよび直接結線された隣

接するルータのすべてのインターフェースにｐｉｎｇコマンド､を打つこと）

P1easepmgyourneigllbor,saddresswhichis201､100.112
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アドレスが201.100.11.2の隣接ルータにｐｉｎｇを打ちなさい。

(3)Ｓｔｅｐ３:Di81DlaymgthecurrentroutingPmtocol8（現在のルーティング・プロトコルを表示する
こと）

P1easeverifyanthelPprotocoLsonＬａｂＡ

ルータLab」kのすべてのＩＰプロトコルを確認しなさい。．

(4)Ｓｔｅｐ４:ＥnterprivilegedexecmodewiththMZ日朋pa鯛word.（パスワードをclassと

するユーザEXEＣ特権モードに入ること）

Enterprivilegedexecmode､Pleaseusecla88aspassword

ユーザEXEＣ特権モードに入りなさい。ただし、パスワードをclassとする。

(5)Ｓｔｅｐ５:Di8playthecmrentconEguration(currentconHgurationを表示すること）

Pleasedisplaythecurrentconfiguration

currentconfigurationを表示しなさい。

(6)Ｓｔｅｐ６:Enterthegmbalcon五guraIionmode（グローバル・コンフィギュレーション・モードに
入ること）

Entertheglobalconfigurationmode・

グローバル・コンフィギュレーション・モードに入りなさい。

(7)Ｓｔｅｐ７:EnablelGRPontmBrouter（このルータのIGRPを可能にすること）

PleaseenablelGRPonthisrouterwithautonomoussystemlOO・

自律システム番号を１００として、ＩGRPを可能にしなさい。

(8)Ｓｔｅｐ８:DemewlnichnetwmkMretouselGRＰ（ユーザEXEＣ特権モード、に入ること

ＰIeasespecifythenetworks192.5.5.0,201.100.110ａｎｄ205.7.5.OfbrlGRPmthisrouter、

このルータにおいてIＧＲＰが使えるようにネットワーク番192.5.5.0,201.10011.0および

205.7.5.0を指定しなさい。

(9)Ｓｔｅｐ９:Hxit丘omthi8modebaclKtoenable（このモーＦから抜け出て、ユーザEXEＣ特権モー
ドに戻ること）

Ｂａｃｋｕｐｔｏｔｈｅｅｎａｂｌｅｍｏｄｅｗｉｔｈｔｈｅｅｘitcommand

Exitコマンドを使って、ユーザEXEＣ特権モードに戻りなさい。

(10）ＳｔｅｐｌＯ:DiSplaythMurrentcOnHguration（currentconligurationを表示すること）

Pleasedisplaythecurrentconfiguration

currentconfigurationを表示しなさい。

(11）Ｓｔｅｐｌｌ:SaveconHguration（configurationの保存）

Pleasesavetheconfigurationnowtostartup-con遇9．

現在のconfigurationをstartupconfigとして保存しなさい。

(12）Ｓｔｅｐｌ２:DiBplaythecumntrolmngprotocol8（現在のルーティング・プロトコルを表示しな
さい。）

Pleasedjsplaytheroutmgprotocolｓｔｈａｔａｒｅｍｕｓｅｎｏｗ

現在使用中のルーティング・プロトコルを表示しなさい。

(13）Stepl3:Di8playthClProutingtable(ＩＰルーテイグ・テーブルを表示すること）

PleaseｄｉｓｐｌａｙｔｈｅｌＰｒｏｕｔｍｇｔａｂｌｅ

ＩＰルーティグ・テーブルを表示しなさい。
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(14）Ｓｔｅｐｌ４:Displaytherouterinter色cesandltheirstatistics（ルータ・インターフェースとその

統計を表示すること）

P1easelookattheIPstatisticsfbrtherouterinterfaces・

ルータ・インターフェースのIＰ統計情報を見て下さい。

(15）Ｓｔｅｐｌ５:EnablelGRPdebugging（IGRPデバッギングを可能にすること）

Usethecommandde1bugipigrptran8actions・

コマンドとして、「debugipigrptransactionB」を使用しなさい。

(16）Ｓｔｅｐｌ６:Re8etthelGRPnetworMimers（IGRPのネットワーク・タイマーをリセットするこ

と）

P1easegetbackmtotherouterconfigurationmodeandresetthetimersbasicfbrlGRP

AutonomousSystemlOO．

まず、ルータ・構成モード（routerconfigurationmode）に移って下さい。そこで、自律シス

テム番号を１００として、ＩＧＲＰのtmersbasicをリセットして下さい。

(17）Ｓｔｅｐｌ７:Adju8tthenetworktimerB（ネツトツワーク・タイマーを調整すること）

P1easeusetmmerslDasiccommandfbｒｌＧＲＰ１００ｒｏｕｔｅｒｍｏｄｅ

ｌＧＲＰ１００のルータ・モードにおいて、「timer8basic」コマンドを使って下さい。

Settheinterval2,ｍｖａｍｄｔｏ３,ｈｏｌｄｄｏｗｎｔｏ４,ｆ１ｕｓｈ５,ｓｌｅｅｐｔｉｍｅａｓ８．

そこで、intervalを２，invalidを３，holdｄｏｗｎを４，flushを５，sleeptimeを８にセット

して下さい。

(18）Ｓｔｅｐｌ８:EnEDrceamaxmmumnetworkdiameterof2hopS（ネットワークの最大径を２ホップ

として強制的にセットすること）

Ｐ１ｅａｓｅｕｓｅｔｈｅｍｅｌｍｃｍａｍｍｕｍ－ｈｏｐｓａｎｄｓｅｔｉｔ２．

「metricmaxmmum-hopB」コマンドを用いて、値を２にセットして下さい。

(19）Ｓｔｅｐｌ９:TumomfIPprDtocoldlebugging（ＩＰプロコル・デバッギングを中止すること）

ＵｓｅｔｈｅｃｏｍｍａｎｄｎｏｄｅｂｕｇｉｐｉｇｒｐｔｒａｎsMtion8toturnoffdebugging．

「nodebugipigrptmPansaction8」コマンドを用いて、デバッギングを中止して下さい｡」

ConHlmrm日IＧＲＰ（IGRPを構成すること）の内容の終わり

４．３セメスター４の演習例

このセメスターでは、色々なコマンドの演習が出来るが、その使用例として、Ｔ､1.番号が4.3.4の

演習「PPPconfiguration」を取り上げる。

PPPconfi宮uration（4.3.4）（PPPカプセル化)の内容の始まり：「

(0）Inthisactivity,youwmsettheWANlinkstoPPPencapsulationandchangetheband‐

ｗｉｄｔｈｏｎｔｈｅｌｉｎｋ

この演習では、ＷＡＮリンクをＰＰＰカプセル化にセットしたり､またリンクの帯域幅を変えたりします。

PPPhasmanyfeaturestodistmguishｉｔｆｒｏｍＨＤＬＯ

ＰＰＰはＨＤＬＣとは異なった多くの特徴をもっています。

(1)Ｓｔｅｐｌ：

Inthefbnowingsteps,youwmbeconfigurmgvariousthingsｏｎＬａｂＡａｎｄＬａｂＢ

次のステップでは､ルータLab望KとルータLab-Bに関して､様々なルータ構成をセットします。
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Ｙｏｕｗｍｂｅｕｓｍｇｔｈｅｌａｂｄｉａｇｒａｍａｎｄｒｏｕｔｅｒ，scurrentconhguration・

実験図やルータの現在構成(currentconHguration)を使用することになります

Togetstarted,ｌｏｏｋａｔＬａｂＡ,scurrentconfigurationbytypingshowrunmng-con丘9．

先ず始めに、「showrunning-config」とタイプして､ルータLabユkの現在構成(current

configuration）を見ることにしましょう。

(2)Ｓｔｅｐ２:ExaminetheWANcablesattachedtorouterLab望ＭルータＬａｂ－Ａに接続されている

ＷＡＮケーブルを検査すること）

Ｌｏｏｋａｔｔｈｅｒｏｕｔｅｒ，Ｓｍterfacesandtakenotesonwhattypeofcablesconnecttothe
mterfblces，

ルータのインターフェースをよく見て､どのタイプのケーブルが接続されているのかメモを取って下さい。

(3)Ｓｔｅｐ３：

Inordertoviewmorespecificinfbrmationaboutaninterfblce，usetheshowmterface

command・

インターフェースに関しての更なる特定情報を見るために、「showmterfnce｣コマンドを

使用しなさい。

Ａｔｔｈｅｃｏｍｍａｎｄｐｒｏｍｐｔ,typeshowmterfblceserialO・

コマンド.入力促進記号で、「showinterfaceserialO」コマンドを入力して下さい。

(4)Ｓｔｅｐ４:RemovethebandwidthsettmghPomserialO（シリアルＯにセットされている帯域幅を取り
除くこと）

Noticemthecommandoutputhowthebandwidth(ＢＷ）iscurrentlysetto56Kbit、

現在､コマンド出力において､帯域幅（ＢＷ)が如何にして５６Ｋbpsにセットされたかについて注目して
下さい。

RemovethebandwidthsettinghPomtheinterfblcebytypingnobandwidthinmterface

con丘gurationmode・

インターフェース･コンフィギュレーション･モード.の中で、「nobandwidth｣とタイプして、

インターフェースから帯域幅のセットを取り除いて下さい。

Then,fromprivilegedexecmode,typethecommandshowinterfaceserialO．

その上で､特権EXEＣモードに移り、「showinterfaceserialO｣のコマンドを入力して下さい。

Reinstallthebandwidthto56Kbpsbygoingtothemterfblceconfigurationmodeandtypmg
bandwidth56・

インターフェース･コンフィギュレーション･モードに移り、「bandwidth56｣コマンドを入力し､帯域幅を５６

Ｋbpsに再設定して下さい。

VerifythebandwidthcommandtypingtheshowinterfaceserialOcommandfiPomprivileged
execmode

特権ＥＸＥＯモードで｢showinterfaceserialO｣コマンドを入力して帯域幅コマンドを検証して下さい。

（５）Ｓｔｅｐ５：

PleasedoashowcdpneiE『hbors．

「showcdpneighbors」コマンドを実行して下さい。

ＮｏｔｉｃｅｈｏｗｔｈｅＬａｂＡｒｏｕｔｅｒｈａｓＬａｂＢａsaneighbor・

ルータLab-Aに隣接するルータはLab-Bであることに注目して下さい。
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(6)Ｓｔｅｐ６:Checkcon丘gurationoftheWANmterfblceonrouterLab囮．（ルータＬａｂ－ＢのＷＡＮ

インターフェースのconfigurationをチェックすること）

P1easedoasliowrunnmgPconfigonＬａｂＢ・

ルータＬａｂＢで｢showrunnmg-config｣を実行して下さい。

(7)Step7ExaminetheWANcablesattachedtorouterLabB（ルータＬａｂ－Ｂに接続されている

ＷＡＮケーブルを検査すること）

LookatthephysicalconnectionsonＬａｂ－Ｂ、

ルータＬａｂ－Ｂの物理的結線をよく見て下さい。

NoticehowLab-BisphysicanyconnectedtoLabAthroughtheserialmterface、

ルータＬａｂ－ＢがＬａｂＡにシリアル･インターフェースを通して物理的に接続されていることに注目して

下さい。

(8)Ｓｔｅｐ８：

DoashowinterfaceseriallonLabB

ルータＬａｂ－Ｂにおいて｢showmterfaceseriall」コマンド､を入力して下さい。

Ｎｏｔｉｃｅｈｏｗｔｈｅ通ｒｓｔｌｍｅｓｈｏｗｓｔｈａｔｔｈｅｍｔｅｒｆＨｃｅｉｓｕｐandlineprotocolisup

表示された内容の第一行目に注意して、「tlleinterfaceisupandLineprotocｏｌｉｓｕｐ」の記事に注

目して下さい．

(9)Ｓｔｅｐ９：

Ｎｏｗ,ｄｏａｓｈｏｗｃｄｐｎｅｉｇｈｂｏｒｓｏｎＬａｂＢ

次に､ルータＬａｂ－Ｂにおいて｢showcdpneighbors」のコマンドを実行して下さい。

ＮｏｔｉｃｅｈｏｗｔｈｅＬａｂＢｒｏｕｔｅｒｈａｓＬａｂＡａndLabCasneighbors・

ルータLab~Ｂに隣接するルータはルータLab」1とルータＬａｂ－Ｃであることに注目して下さい。

(10）ＳｔｅｐｌＯ:ChangetheWANencapsulationonroutｅｒＬａｂ－ＡｈｏｍＨＤＬＣｔｏＰＰＰ（ルータ

ＬａｂＡのWANencapsulationをＨＤＬＣからＰＰＰに変えること｡）

P1easegomtothemterfaceconfigurａｔｉｏｎｍｏｄｅｏｆｓｅｒｉａｌＯｏｎＬａｂＡａｎｄｃｈａngethe

encapsulationPPE

Lab-AのserialOでインターフェース･コンフィグレーション･モードに移り、そこで

encapsulation（カプセルカ)をＰＰＰに変えなさい。

ThendoashowinterfaceserialO．

そして、「showmterfaceserialO｣コマンドを実行しなさい。

NoticehowtheencapsulationisnowｓｅｔｔｏＰＰＰ

どのようにカプセル化がＰＰＰにセットされたかに注意して下さい｡．

(11）Ｓｔｅｐｌｌ:ChangetheWANencapsulationonroutｅｒＬａｂＢｂｃｏｍＨＤＬＣｔｏＰＰＰ（ルータ

ＬａｂＢのWANencapsulationをＨＤＬＣからＰＰＰに変えること｡）

P1easegomtothemterfaceconfigurａｔｉｏｎｍｏｄｅｏｆｓｅｒｉａｌｌｏｎＬａｂＢａｎｄｃｈａngethe

encapsulationPPP・

ＬａｂＢのseriallでインターフェース･コンフイグレーション･モードに移り､そこでencapsulation

（カプセル化)をＰＰＰに変えなさい。

Thendoashowinterfaceseriall．

そして、「showmterfblceseriall」コマンドを実行しなさい。
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NoticehowtheencapsulationisnowｓｅｔｔｏＰＰＰ．

どのようにカプセル化がＰＰＰにセットされたかに注意して下さい｡」

PPPconfiguratiOn（4.3.4）（PPPカプセル化)の内容の終わり

４．４演習用トポロジー
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図１．演習用トポロジー

図１．に演習用トポロジーを示す。トポロジーは５台のルータを中心に構成されていて、ｅＬａｂ演習

では必要に応じて同じ形態のトポロジーが参照ざれ用いられる。ルータと端末とを直接連結するケー

ブルで、かつ実線の近くに「console」の表示のあるものは通信用ではなく、それぞれのルータを設

定するためのコンソール用のケーブルである。「ＳＭ」はサブネットマスクを示す。

５．あとがき

本稿ではシスコネットワーキング・アカデミーのカリキュラムの中に組み込まれているルータ演習

シミュレータ（CiscoNetworkingAcademyprogram,CCNAeLabActivities,CiscoSystems,Inc.）

の使用方法について解説し、またコマンＦの使用例として、セメスター２，セメスター３およびセメ

スター４の中から代表的なものを選んで解説した。このルータ演習は、すべて英文で記述されている

上に、その文章を女`性のネイティブ・スピーカーが明瞭な音声で朗読してくれるので、英語講読の教
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材として役立つばかりでなく、ヒヤリングの実習教材としても役立つものと考えられる。セメスター

２，３および４で使用される演習コマンドをリストとしてすべて掲載し、難易度と所要時間も示し、

どの演習を選択すべきかの指針にも使えるようにした。演習用トポロジーも掲載した。本稿がルータ

演習の活動を促進し、より多くの学生がルータ・シミュレータを利用するようになれば幸いである。

基本コマンドをベースにe-Simも利用するようになれば、ルータについてのスキルが向上するものと

期待される。
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